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No.55

読みたくなる

「たんばりんぐ」を

考えよう

読モ会議

地元高校生×大学生×市議会がコラボ

若 者 の 声 を 議 会 に 。

第2回

早

読み技

ラ
イ
プロジェクト

★

今月のチャレンジ☆

夢
を
語
ろ
う

未
来
へ
つ
な
ご
う

黒豆大
福を

探せ！



黒
腹
黒
い
？
明
智
光
秀
を

　

イ
メ
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ジ
し
た

　

「
黒
豆
大
福
」

赤 お
笑

い芸人の

柏
原
高
校
生
17
×
福
知
山
公
立
大
学
生
25
×
丹
波
市
議
会
議
員
20

高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
　
そ
の
①

夢
を
語
ろ
う

未
来
へ

つ
な
ご
う

ラ
イ
プロジェクト

★

シティズンシップ（主権者）教育：国や社会的問題を自分の問題としてとらえ、自ら考え、自ら判断し、行動する主権者を育成すること。ファシリテーター：グループワークで個々の考えや意見を聞きだして整理し、よい会議へと導く進行役。
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決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

市
議
会
か
ら
の
提
言

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞

い
！
一

ミライプロジェクトに参加して
N E X T P A G E

カイ

　　　セツ　　

■丹波市議会☆ミライプロジェクト

地域課題を研究しているの
で、今日の内容を生かしてい
けるといいなと思います。一
緒に取り組んでいる友人にも
伝えたいですね。

舟川叶夏さん（高校２年生）
ふなかわかのか

今後に生かしたい

小田恭平さん（大学２回生）
おだきょうへい

短時間で、ここまで画期的で
現実的なアイデアが出てくる
とは思っていませんでした。
よい場を経験できました。

想像を超えるアイデアに驚き

久下瑞稀さん（高校２年生）
くげみずき

議員さんと話す機会はなかな
かないので、とても新鮮でし
た。丹波市のよさを再確認で
きたので、これを広げていき
たいですね。

丹波市のよさを再確認

１
講　演

シティズンシップ教育
って何だろう？

若者自身がたたき台をつくり「若

者条例」を制定した愛知県新
しんしろ

城市

の事例などを交えながら、福知山

公立大学の杉
すぎおかひでのりじゅん

岡秀紀准教授がシ

ティズンシップ教育の大切さにつ

いて講演。さらに、ふるさと納税

や特産品の購入、現地ボランティ

ア、リピーターなど丹波市に関わ

る人（関係人口）を増やすことで、

人口減少問題を解決へと導いてい

く方法を提起されました。

２
グループワーク　
関係人口を増やす作戦
を考えよう。

2020 年の大河ドラマ「麒
き り ん

麟が

くる」の放映を前に、関係人口

を増やす作戦をみんなで考えま

す。大学生がファシリテーター

となって個々の意見を引き出し、

みんなで話し合うことでさらに

いいアイデアが生まれる楽しさ

を実感。少し年上の学生とのや

りとりは、高校生にとって新鮮

で貴重な経験となりました。

将来のまちづくりを考える上で、このまちの未来

を担う若者の声を聴くことはても大切です。そこ

で市議会では、若者が市政への関心や参加意欲を

高め、市議会に声を届けるきっかけになればと、

福知山公立大学の協力のもと「丹波市議会☆ミラ

イプロジェクト」を実施しました。今回は、シティ

ズンシップ（主権者）教育　　についての講演で

まちづくりを「自分ごと」としてとらえる事の重

要性を学んだ生徒たちが、まちおこしについて「本

気」で考え、話し合う様子をご紹介します。

若者と考える みんなで考える 丹波市の未来。

夢を語ろう　未来へつなごう  丹波市議会☆

ミライプロジェクト
３

全体発表

グループのアイデアを
みんなでシェアしよう。

グループの意見をまとめて高校生

らが発表。その柔軟な発想と斬新

なアイデア、堂々とした姿に、会

場から拍手が起こりました。

Ｍ Ｉ Ｓ Ｓ Ｉ Ｏ Ｎ

明智光秀と丹波地域

の資源を生かした

関係人口を増やす

アイデアを考えよう。

02

若い人たちの
発想は豊かで
すばらしい！

That ’s 

  amazing!

若者の本気の
アイディア
詰まってます。

（すごい
ね！）



高校生の柔軟
な発想と大学生の論
理的な考えを共有で

きて楽しかった。

若い人たちから
いろいろな話を聞く
ことで、新たな発想

や発見につながる
よい機会でした。

若い世代に限ら
ず、できるだけ多くの
世代と意見交換する機
会をつくることが必要

だと感じました。

議員 議員 高校生

アンケート自由意見から

大学生

人と話すことで
どんどんいい意見が
出てきてとても楽し

かったです。

船井郡（京丹波町）

八上城

丹　後

須知城

細工所城

明智光秀
赤井直正

波多野秀治

黒井城

福知山城

金山城
（鬼の架け橋）

明智光秀が築城
した主要な城

赤

［
お
題
］

明
智
光
秀
と
丹
波
地
域
の

資
源
を
生
か
し
た

関
係
人
口
を
増
や
す

ア
イ
デ
ア
を
考
え
よ
う
。

た く さ ん の 意 見 と ア イ デ ア を あ り が と う 。

１５分でプレゼン！
互いの活動を知ろう

議会宣伝会議！
読みたくなる「たんばりんぐ」を考えよう

クラブなどで発表機会の多い氷上

高校生。グループの意見を模造紙に

うまくまとめ、分かりやすく発表し

てくれました。

３ ２
農業クラブや商業クラ

ブなど、氷上高校ならで

はの特色ある活動を紹

介。編集委員も市議会や

「たんばりんぐ」について

お話ししました。

「企業経営」や「地域未来」の授業で、商

品の効果的なＰＲ方法やパッケージ

デザインについても学んでいる高校

生。さらに、各クラブや生徒会活動で

得た知識を共有するため、４つの混合

チームでアイデアを出し合いました。

高校生ならではの視点で読みたくなる「たんばりんぐ」

について考えてもらおうと、第2回読モ会議　　を開

催しました。今回は、氷上高校生35名が参加。議会

報編集委員がサポート役を務める中、同校ならではの

学びを生かし、市議会を市民によりわかりやすく伝え

る方法をプロデュース（提案）してもらいました。

読んでみたくなる作戦会議

読モ会議

高 校 生 な ら で は の 視 点 で 「 た ん ば り ん ぐ 」 に ア ド バ イ ス ！

D O K U M O - K A I G I

読者モニター会議の略。昨年は柏原高校生を対象に実施。

氷
上
高
校
生
35
×
議
会
報
編
集
委
員
6

高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
　
そ
の
②

写真やイラ

ストが多くてわ

かりやすい。

議員さんの

名前にふり仮名

を。→Ｐ12～17

市民の率直な

意見が書いて

あってよい。

気軽に

読める文

章量に。

バラバラに

ならないよう

に綴じる。

記事毎に

ポイントが

まとまってい

てよい。

前号の特集「議会のト
リセツ（取扱説明書）」

一般質問は

身近な話題で

共感できた。

IdeaBattle2018
アイデアバトル

どのクラブも

とても慣れた

印象でした。

量販店

などで議員

が配る。

市民参加型

の企画 →Ｐ18

これからは

読んでみよう

と思った。

「マンガでわか

る○○！」のよ

うなコーナー

表紙を写真に。
→Ｐ1

明るく

ポップに

クイズ
→Ｐ1

市民の

意見に応える

コーナー

読モアイデア☆

読者プレゼ

ント →Ｐ18

「トリセツ」　

とか現代語でお

もしろく興味が

もてる。

「たんばりん

ぐ」があまり知

られていない。

黒
戦

お
笑

い芸人の「麒麟」に黒井城でネタをしてもらい観光大使に任命。

生徒会

議会報
編集委員会

農業
クラブ

１年正副
委員長

商業
クラブ

　印のアイデアを今号の紙面に反映しています。

いいね！＆だめだめポイント

契約内容の変更が必

要なため、次年度へ

向け検討します。

カイ

　　　セツ　　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

歴
史
好
き
と
か

マ
ニ
ア
の

人

１
チ
ー
ム
千
人
の
対
抗
戦
で

足
軽
駅
伝
や

騎
馬
戦
な
ど

戦
感
の
あ
る
競
技
を
行
う
。

赤
井
直
正
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ

武
勇
伝

赤
井
直
正
は
明
智
光
秀
を

唯
一

倒
し
た
こ
と
の
あ
る

最
大
の

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
。

旧
丹
波
国
で

「
赤
井
派
」
VS
「
明
智
派
」

明
智
光
秀
の
戦
地
を

聖
地
巡
礼
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2
度
目
の
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波
攻
め
で
）
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に
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マ
ッ
ピ
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グ
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光
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光
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地
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生
俳
優

明
智
光
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三
日
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３
日
間
だ
け

効
く

お
守
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直
正
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光
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の
対
決
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鎧
や
着
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な
り
き
り
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験

真
・

黒
井
城
ノ

戦

丹
波
大
納
言
小
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「
赤
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販
売
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腹
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決算の詳しい内容は、広報たんば 10 月号か市のホームページをご覧ください。

９
月
定
例
会
が
開
会

29
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
る
ま
で

市
が
決
算
書
や
資
料
を
作
成
。

平
成
29
年
度
事
業
が
終
了

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査

8/31　　7 月　　5 月　　4 月　3/31

９
月
は
ま
さ
し
く
「
決
算
議

会
」。
補
助
事
業
の
人
件
費
の

扱
い
に
つ
い
て
言
及
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、「
予
算
決
算
特

別
委
員
会
（
前
川
豊
市
委
員
長
）」
を

設
置
し
、
平
成
29
年
度
決
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
「
決
算
審

査
」
は
、前
年
度
の
予
算
が
目
的
に
沿
っ

て
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

審
査
し
、
改
善
点
や
要
望
を
市
に
伝
え
、

今
後
の
予
算
や
事
務
に
つ
な
げ
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
審
査
で
は
、
補
助
事
業
で
不

明
瞭
と
さ
れ
た
人
件
費
の
あ
り
方
の
基

準
の
設
置
や
、
今
後
の
財
政
状
況
の
見

通
し
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、

審
査
意
見
書
に
ま
と
め
市
に
提
出
し
ま

し
た
。

平
成
29
年
度
決
算
を

議
会
が
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
！

平
成2

9 年 度 決 算 の 論 点 は こ の ３ つ ！

歳出

市民１人あたりの収入額（総額57 万3,476 円）

入ったお金トップ３は？
歳入

借金の返済

7 万 5 千円

２位  公債費

使ったお金トップ３は？
予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

 

採
決
（
決
算
を
認
定
）

１

２ 3

29
年
度
決
算
議
案
を
市
長

が
議
会
に
提
出
し
説
明

予算が正しく使わ
れたかをチェックし、
論点を整理して議員間
討議を行うなど、５日
間にわたって慎重に審

査しました。　　　　

１
補助金交付事務の改善を

問

答

シティプロモーション全国パートナーシップ事業な

どで、補助金交付について人件費の基準や支払条件

などが不明瞭だったことから、基準を明確化するな

ど、協力団体が安心して取り組めるルールづくりを

求めました。

協働型の事業において、補助

事業なのか委託事業なのかが

あいまいではないですか。

本来なら、かかった経費に対

して支払う補助事業でありな

がら、委託事業のように、領収書で

はなく積算根拠の実施確認で済ま

せているものがあり、不明確でし

た。今後は整理します。

■９月定例会

出納閉鎖期間：光熱
費など翌月請求分の支
払のための整理期間。

9/28　　

出
納
整
理
期
間

15万 5千円

子育て支援
医療など

1位 民生費

市民１人あたりの支出額（総額54 万403 円）

カイ

　　　セツ　　

※千円以下切り捨て。８月末人口 64,897 人で算定。

市 税

国からの

交付税
19 万円

12 万 2 千円

     

丹
波
市
議
会
☆

        

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

   

読
モ
会
議  

2

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

市
議
会
か
ら
の
提
言

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

つ
ぶ
や
き
川
柳
を

募
集

議
会
進
化
論

保育人材の確保に向けて、こども園の保育教諭の給与

水準が月額３万円アップされましたが、その成果が保

育士まで実際に行き届いているのか確認しました。

補助金が本当に保育教諭の処

遇改善につながっていますか。

各法人から報告書を提出して

もらいチェックをしています。

次の過程としては、給料表が整う来

年4月に継続的に確認していきます。

具体的な成果は見えました

か。

非常勤職員 24 名を正職員と

して採用したほか、全法人で

35 名を新規雇用するなど、必要な

保育人材が確保できました。

すべての園に補助をしたので

すか。

改修などに備えて利益を法人

内に留保する金額の水準に

よって補助の基準を設けています。

問

答

問

答

「保育教諭の給与水準を月額３万円アップ」

　その効果は？　 ※保育教諭等処遇改善補助金

問

答

今後の財政収支の見通しは?

歳入についての分析は。

この３年ほど、市税収入は経済

好転の影響で増加しています。

一方、国からの地方交付税は徐々に

減少しています。

今後の財政運営は。

現在の財政規模は、当初予算で

平均 350 億円程度と大きく、

問

答

問

答

問

答

今後厳しくなると予想される財政見通し

について確認しました。

今後は 300 から 320 億円程度まで

縮減する必要があります。

市債　  ( 借金 ) の状況は。

合併当初と比べると 3 割ほど

減っています。できるだけ利率

の高いものから繰上償還しており、

平均借入利率も 2 .16％から 0.78％

まで下がっています。

今後の歳入の予測は…1 人口減少に伴い市税が減少。2  交付税も、合併後の特例がなくなり、国勢調査の人口が反映されるためさらに減少。

歳入総額372億 1,693 万円

歳出総額350億 8,793 万円

翌年度へ繰り越すべき財源8 億 8,846万円

普通会計決算額

※１万円未満切り捨て

実質収支額　
12億 4,053 万円

論点！
ココがギロンの

予算決算特別委員会

１

２ 3

３

２
この基準を超えた内部留保があって

補助対象とならなかった法人が 3 法

人ありました。

補助対象外の園に
ついても処遇改善報告
書を提出してもらい、

チェックしています。

　　　繰上償還：市債（借金）を、償還
　　　期限が来る前に一部または全額を一
　　　括返済すること。

カイ

　　　セツ　　

人口が減る

と、国から交付さ

れるお金も減額

されます。

市 債（借金）

5 万 8 千円
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① 

総
務
所
管
分
の
審
査

② 

民
生
所
管
分
の
審
査

③ 

産
業
建
設
所
管
分
の
審
査

④ 

課
題
の
整
理
（
議
員
間
討
議
）

⑤ 

総
括
（
採
決
）

審
査
報
告
書
の
作
成

防災無線整備など

7万 3 千円

３位  総務費



　

７
月
５
日
か
ら
降
り
始
め

た
雨
は
、
西
日
本
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
丹
波
市
で
も
、
翌
６
日

に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表

さ
れ
、
雨
脚
は
夜
に
か
け
て

さ
ら
に
強
ま
り
、
７
日
未
明

に
は
丹
波
市
に
初
め
て
「
大

雨
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
災
害
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
て
災
害
対
応
に

あ
た
り
、
市
議
会
で
も
議
長
・

議
会
事
務
局
を
中
心
に
、
災

害
状
況
の
把
握
な
ど
に
取
り

　

現
在
進
め
て
い
る
議
会
改
革

で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
災
害

時
に
関
す
る
条
項
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
が
今
年
７
月
に
作
成
し
た「
丹

波
市
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」

に
沿
っ
て
、
災
害
時
の
行
動
基

準
や
非
常
時
優
先
業
務
な
ど
を

ま
と
め
た
「
議
会
版
業
務
継
続

計
画
」
の
作
成
に
向
け
、
調
査

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

     

丹
波
市
議
会
☆

        

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

   

読
モ
会
議  

2

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

市
議
会
か
ら
の
提
言

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

つ
ぶ
や
き
川
柳
を

募
集

議
会
進
化
論

状況報告災害対策本部
（谷口進一本部長）

市

議会支援本部
（太田喜一郎本部長）

市議会

必要に応じて対応を指示 議員

※開会中・閉会中に分けて一覧を作成。

■災害発生時の初動対応

被災情報の提供

状況報告

大規模災害などの緊急事

態が発生した際、各議員

は議会支援本部に市内の

被災情報を提供し、必要

に応じて指示を受けます

（地震の際は、各議員の

安否状況を報告します）。

災害発生
（緊急事態）

カイ

　　　セツ　　

組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
総
会
を
３
回

開
催
し
、
市
か
ら
災
害
状
況

な
ど
の
報
告
を
受
け
そ
の
対

応
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　　　議会ＢＣＰ：災害時
　　などに行うべき議会・

議員の役割や行動指針を定

めたもの。

カイ

　　　セツ　　

　805たんば で 市議会情報発信中！

　　　　　「ギカイ・ステーション」で
　　　　　　 議会をもっと身近に☆

09 08

論点！
ココがギロンの
９
月定例会

■９月定例会

豪雨
災害

７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
事
業
に
か
か
る

地
元
等
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

～
災
害
救
助
法
、
激
甚
災
害
法
が
適
用
～

今回の被害に対する支援
策は。

一定の被害を受けた固定

資産に対する固定資産税

の減免申請を平成３１年３月

31 日に延期します（第 2 ～４

期分が対象）。また、災害によ

り被災した里道などの復旧費用

の補助金負担分が、４割から６

割に変更されています。

災害ゴミの受け入れは。

無料引き取りという特

例的な措置で行ってい

ます。自宅で被災した家具や

布団などのほか、水害で自宅

敷地内に流れ着いたものは漂

着物となり、廃棄の際は災害

ごみとして取り扱います。

答

問

答

問

災
害
に
対
応
で
き
る
議
会
へ
―
。

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ　

作
成
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

なる
ほど！

市内の被害状況

住家半壊　     　　１件

床上浸水　　  　12 件

床下浸水　       211 件

農業関係・林業関係被害

　　　　   　 427 カ所

避難者　　　　156 人

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
が

市
内
全
域
で
順
次
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
避
難

情
報
等
が
特
定
の
地
域
で
流
れ
な

い
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
放
送
は
、
特
に
人
命
に
関
わ
る

重
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
状
況
お
よ
び
対
応
な
ど
に
つ

い
て
市
に
質
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
９
月
定
例
会
最

終
日
に
は
市
長
か
ら
自
身
の
給
与

を
30
％
減
給
す
る
（
１
カ
月
）
旨

の
提
案
が
あ
り
、
可
決
し
ま
し
た
。

命
を
守
る
仕
組
み
に

安
心
安
全
の
徹
底
を

災
害
時
に
防
災
行
政
無
線
が
流
れ
ず

災害時に放送が流れなかった

原因は。

7 月 6 日午後 6 時 45 分から

8 日午後８時までの約２日間

にわたって山南地域で流れませんで

した。原因は、既存設備の接続装置

の障害によるものでした。

今後同じようなことは起こり

ませんか。

再発防止策として、機器の交換

等を行います。また、すべての

整備が完了するまでの間、各支所にて

職員によるモニタリングを行います。

答

問

答

問

　施工業者の

責任についても

明確にするよう

求めました。

　

東
小
学
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

の
設
置
場
所
は
、
こ
れ
ま
で
旧
東

幼
稚
園
舎
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
裏
山
斜
面
が
、
が

け
崩
れ
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
の

３
つ
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
重

な
る
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
安
全
性
等
を
考
慮

し
、
旧
東
幼
稚
園
舎
を
取
り
壊
し

て
現
在
の
東
小
学
校
の
駐
車
場
用

地
付
近
に
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

旧
東
幼
稚
園
舎
か
ら
小
学
校

用
地
へ
変
更
さ
れ
ま
す

問

答

東
小
学
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

［工事費等］

移築にかかる市負担額（園舎解体・駐車場整

備・裏山防災工事費含む）１億 3,468 万円

新築した建物の裏山の安全性は。

新築する建物の裏山の防護工を

行う計画です。また、避難所とし

ての小学校の防災機能も向上します。

将来的な安全

性を確保するため、

設置方法について

検討が重ねられて

きました。

市長からの申し出の主旨に賛

同する意見と、経緯の不透明

さを議事録　　に残したいと

する意見に分かれました。

　　本会議での発言を取り消す場合は、議会に申し

　　出て本会議で賛成多数による許可が必要です。

その内容は、公開用の会議録からは削除されます。

定例会最終日、谷口市長から、本会議での発言

の一部を取り消したい旨の申し出がありまし

た。９月６日の一般質問で、西本嘉宏議員が柏

原地域での農泊事業の進捗について質した際、

事業者が決定しているかのような表現を用いて

答弁された部分について取り消しの申し出が

あったもので、賛成多数で許可されました。

農泊事業に関する一般質問答弁

市長が本会議での発言の

一部取消を申し出

毎週土曜日午後
３時 30 分～

　※再放送は月曜日の
午後８時 30 分～
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議　案　名

条
例
制
定

特別職の職員で常勤の職員の給与及び旅費に関する条例

ミルネ診療所条例

ミルネ訪問看護ステーション条例

条
例
改
正

市立こども発達支援センター条例

保健センター条例

国民健康保険青垣診療所の使用料及び手数料条例

青垣訪問看護ステーション条例

市立看護専門学校設置条例　

農業共済条例

土地情報管理条例

農林水産業施設災害復旧事業分担金徴収条例

市立公園条例…はちまん広場の項を削除するもの

火災予防条例

特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例（Ｐ 8 参照）

議会基本条例

議会委員会条例

そ
の
他

権利の放棄…合併前年に旧氷上郡広域行政事務組合で発生した公金横領
事件による損害賠償金について、当事者死亡等により債権回収が見込め
ないことからその権利を放棄するもの（金額：51,915,670 円）。

農業共済積立金の取り崩し

字の区域変更（ほ場整備により変更するもの）

丹波市営土地改良事業の計画変更（清水谷）

市立はちまん広場の廃止…柏原八幡宮千年祭に向けて資
材置き場等に活用されるため八幡神社に返還するもの。

平成 30 年７月豪雨による被害に係る固定資産税の減免申請書の提出
期限の特例に関する条例の制定に係る専決処分（Ｐ８～９参照）

議会会議規則の一部改正

平成 29 年度施策・事務事業に対する提言

全員賛成で可決した議案

議　案　名

平
成
29
年
度
決
算

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

訪問看護ステーション特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

看護専門学校特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

平
成
30
年
度
補
正
予
算

一般会計（2 号）

一般会計（3 号）

国民健康保険特別会計事業勘定

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計保険事業勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

後期高齢者医療特別会計

訪問看護ステーション特別会計

看護専門学校特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

議
案
の

審
議
結
果

特

賛否が分かれた議案と審議結果 

件　　　名 結　果
賛　

成

反　

対

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

山
名
隆
衛

小
橋
昭
彦

渡
辺
秀
幸

大
嶋
恵
子

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

小
川
庄
策

広
田
ま
ゆ
み

林　

時
彦

奥
村
正
行

前
川
豊
市

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

平成 29 年

度決算の
認　　定

一般会計　→ P ６～７に掲載 認　定 16 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

国民健康保険特別会計事業勘定 認　定 16 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

介護保険特別会計保険事業勘定 認　定 16 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

後期高齢者医療特別会計 認　定 16 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

保育所・幼

稚園の廃止

に係る議案

市立崇広幼稚園の廃止 原案可決 18 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

市立新井幼稚園の廃止 原案可決 18 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

市立柏原保育所の廃止 原案可決 18 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

市立柏原西保育所の廃止 原案可決 18 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

条例の制定
市立幼稚園及び市立保育所の廃止に
伴う関係条例の整理に関する条例

原案可決 17 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

条例の改正 税条例…法人税に関するもの 原案可決 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

請　　願

「最低保障年金制度」創設のための
意見書提出を求める請願 不採択 ３ 16 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ‐

年金を毎月支給に改める意見書提
出を求める請願 不採択 ２ 17 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ‐

※○は賛成、●は反対、退は退席、　　は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は、委員会採決も掲載しています。

※議長（太田喜一郎）は議事進行を行うため、特別多数議決　  を除き採決には加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

※　  特別多数議決：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については過半数または３分の２以上の賛成を必要とし、議長も採決に加わります。

外部評価に

よって洗い出された

改善点を新年度予算や

事業に反映することで、

より効果的・効率的

な行政運営を行う

ためです。

外部評価

はなんの

ため？

　
　
施
　
策

分
別
を
徹
底
し
、
環
境
に
配
慮
し

た
循
環
型
社
会
を
形
成
し
よ
う

　
市
内
の
ゴ
ミ
焼
却
量
は
、
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
分
別
を
徹
底
し
、
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

（1） 

平
成
39
年
度
以
降
、
山
南
地
域
の
ご
み

焼
却
量
も
丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

加
わ
る
た
め
、
的
確
な
焼
却
計
画
を
想
定

し
、
早
期
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

（2） 

生
ご
み
堆
肥
化
の
実
証
実
験
の
分
析
結
果

な
ど
を
示
し
、
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

（3） 

ご
み
の
資
源
化
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

雑
紙
、
布
団
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
定
着
に

向
け
、
啓
発
を
強
化
す
る
こ
と
。

　
　
事
務
事
業

1 

学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
計
画
事
業

　

地
域
の
理
解
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

地
域
と
の
合
意
形
成
に
は
細
心
の
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

実
現
に
向
け
、
広
く
地
域
住
民
の
意
見
を

聞
く
場
を
設
け
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た

柔
軟
な
対
応
を
す
る
こ
と
。

2 

広
報
広
聴
事
業

（1） 

若
者
も
交
え
た
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導

入
な
ど
、
意
見
を
聴
取
し
反
映
さ
せ
る
方

策
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（2） 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
子
育
て

10

市議会からの提言
～市の事務などについて議会が評価し、市に提言しました～

市議会ホームページでチェック！

Check

Action

Plan

Do

PDCA
サイクル

（計画）

（実施）

（分析）

（改善）

事業を
実施

行政評価
を実施

議会外部評価

（聞き取り・調査、

市へ提言）

議会へ
回答

新年度予算
をつくり議
会にはかる

新年度予算

を議会で

審議・可決

４月～
翌年３月

４～６月

６～９月

９～２月

３月

（実施）

市が事務事業
を見直す

市議会では、総合計画に沿って各事業が効率的に実施さ

れているかについて、市が行っている「行政評価」をも

とに事業内容や成果指標の立て方などを調査・検証し、

改善点等を市に提言しています（これを「議会外部評価」

という）。今回は、市への提言の概要をお知らせします。

支
援
、
移
住
定
住
等
、
外
部
へ
の
情
報

発
信
が
必
要
な
部
署
が
連
携
し
た
広
報

戦
略
に
も
取
り
組
む
こ
と
。

3 

斎
場
管
理
運
営
事
業

　

柏
原
・
氷
上
の
２
つ
の
斎
場
は
、
火

葬
炉
な
ど
の
施
設
の
更
新
時
期
を
迎
え

て
い
る
。
将
来
的
な
施
設
統
合
も
視
野

に
入
れ
た
対
応
を
す
る
こ
と
。

4  

担
い
手
農
業
者
へ
の
支
援
事
業

（1） 

担
い
手
農
業
者
数
（
認
定
農
業
者
数
、

集
落
営
農
組
織
数
等
）
や
耕
作
地
面
積

等
を
成
果
指
標
に
す
る
こ
と
。

（2） 

担
い
手
農
業
者
の
育
成
に
お
い
て

は
、
専
業
農
家
で
親
元
で
就
農
す
る
人

（
親
の
後
を
子
が
継
ぐ
場
合
等
）
へ
の
支

援
も
必
要
で
あ
る
。

5  

指
定
管
理
者
導
入

施
設
管
理
事
業
（
恐
竜
・
観
光
）

（1） 

薬
草
薬
樹
公
園
は
、
指
定
管
理
施
設

の
中
で
も
高
額
な
指
定
管
理
料
と
な
っ

て
い
る
が
、
利
用
客
は
横
ば
い
で
あ
る
。

原
因
の
一
つ
と
し
て
施
設
の
老
朽
化
が

考
え
ら
れ
、
将
来
を
見
据
え
た
大
規
模

改
修
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
指
定
管
理
業
者
に
は
さ

ら
な
る
経
営
努
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、

薬
草
や
研
究
機
能
を
持
っ
た
入
浴
剤
を

扱
う
専
門
業
者
等
の
参
入
に
つ
い
て
も

次
回
の
公
募
で
検
討
す
る
こ
と
。

（2） 

ゆ
り
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
は
、
大
型
バ

ス
の
駐
車
場
所
の
確
保
や
あ
る
程
度
の

大
型
改
修
を
市
の
負
担
で
行
い
、
施
設

全
体
の
民
間
譲
渡
を
検
討
す
る
こ
と
。

可決
全員賛成で

特

市の動き

議会の動き

特

※
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
伴
う
も
の

健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ
設
置
に
伴
う
も
の
。

特

     

丹
波
市
議
会
☆

        

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

   

読
モ
会
議  

2

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

市
議
会
か
ら
の
提
言

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

つ
ぶ
や
き
川
柳
を

募
集

議
会
進
化
論

■議案の審議結果



 

地
元
調
整
に
係
る
複
数
の

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
事
前
の
協
議
は
、

要
旨
を
担
当
者
の
個
人
メ

モ
と
し
て
記
録
し
、
協
議

録
と
し
て
の
文
書
は
作
成

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
一
枚
を
作
成
す
る

根
拠
と
な
っ
た
資
料
や

伺
書
が
あ
る
は
ず
で
は
。

そ
の
資
料
と
伺
書
は

あ
り
ま
す
。

あ
る
も
の
が
出
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

情
報
公
開
制
度
の
趣
旨
に

基
づ
い
て
、
す
べ
て
の
文

書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
長
、
ど
う
で
す
か
。

情
報
公
開
に
は
、
今

ま
で
以
上
に
認
識
を

新
た
に
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

山
地
及
び
河
川
災
害
の

抑
止
策
は

最
近
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
よ
る
山
地
崩
壊
、

河
川
の
土
砂
堆
積
の
対
策

は
。

山
地
災
害
に
つ
い
て

は
砂
防
堰
堤
や
流
路

工
の
整
備
、
河
川
災
害
に

つ
い
て
は
、
護
岸
等
の
復

旧
、
ま
た
間
伐
材
を
利
用

し
た
簡
易
流
木
止
め
施
設

を
整
備
し
、
流
木
、
土
石

流
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

女
子
硬
式
野
球
大
会

の
テ
レ
ビ
中
継
や
、

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
更
新
で
、

よ
り
充
実
、
発
展
を
。

市
の
広
報
紙
は
も
と

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ラ
イ
ブ
中
継
も
実
施
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
は
引
き
続
き
要

請
を
し
ま
す
。
ま
た
、
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
更
新
に
つ
い

て
も
、
検
討
し
ま
す
。

支
所
機
能
の
強
化
、　　

災
害
状
況
の
迅
速
な

伝
達
、
災
害
が
発
生
し
な

い
土
木
事
業
、
避
難
情
報

の
提
供
、
職
員
の
研
修
、

要
支
援
者
の
支
援
、
自
主

防
災
組
織
と
の
連
携
、
資

機
材
の
準
備
等
の
課
題
は

解
決
し
て
い
ま
す
か
。

地
域
防
災
計
画
は
、

市
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保

護
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
大
規
模
災
害
に
備
え

さ
ら
な
る
防
災
・
減
災
対

策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

昨
年
の
雪
害
災
害
が
生
か

さ
れ
た
対
策
計
画
か

除
雪
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
の
為
に
も
地

域
を
区
域
割
に
し
て
地
元

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
は
、

45
億
９
千
万
円
の
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
そ

の
事
業
が
、
ど
の
よ
う
な

経
過
を
辿
っ
て
具
体
化
し
、

実
現
に
向
か
っ
た
の
か
、

そ
の
討
議
経
過
を
明
ら
か

に
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

た
っ
た
一
枚
の
書
類
し
か

出
て
い
な
い
。
本
来
、
制

度
と
し
て
す
べ
て
の
文
書

を
開
示
す
べ
き
で
は
。

限
ら
れ
た
期
間
の
中

で
、
事
業
者
募
集
、

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。13

答 問

答

問

問

答 問

業
者
で
の
作
業
契
約
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

通
常
は
丹
波
市
道
路

除
雪
計
画
に
て
運
用

し
ま
す
が
、
大
雪
時
で
の

災
害
対
策
本
部
設
置
時
に

は
、
本
部
の
判
断
に
よ
り

丹
波
市
建
設
業
協
会
に
除

雪
の
支
援
を
求
め
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

答

問

女
子
硬
式
野
球
大
会
の
発
展
充
実
を
！

地
域
防
災
計
画
は
改
善
さ
れ
た
の
か

公
文
書
は
す
べ
て
公
開
す
る
べ
き
だ
。

スコアボードの更新が望まれる球場

４５億９千万円の事業がこの一枚
だけで決定

渡辺　秀幸  議員

山名　隆衛 議員

問

答

答

答

一
部
非
公
開
も
あ
り
ま
し
た
。
認
識
を
新
た

に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設
整
備
方
針
に
基
づ
き
施
設
全

体
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

課
題
や
問
題
は
災
害
予
防
・
復
旧
計
画
、
災

害
応
急
対
策
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

太
田
一
誠

林

時
彦

渡
辺
秀
幸

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

藤
原

悟

前
川
豊
市

須
原
弥
生

吉
積

毅

小
橋
昭
彦

大
嶋
恵
子

谷
水
雄
一

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

新
た
な
財
源
の
交
付

内
容
や
制
度
を
具
体

に
い
か
に
お
考
え
か
。

森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
森
林
吸
収
源

と
位
置
づ
け
た
未
整
備
林
の

施
業
促
進
、
ま
た
、
山
林
の

防
災
減
災
の
視
点
に
立
っ
た

伐
採
工
法
を
用
い
た
施
業
な

ど
に
取
組
み
ま
す
。
木
材
利

用
に
つ
い
て
も
、
丹
波
産
材

の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
市
内
の

林
産
業
界
の
取
組
へ
の
参

画
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

ま
す
。
本
税
は
市
に
と
っ
て

貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
豊
か

で
安
全
・
安
心
な
「
丹
波
の

森
づ
く
り
」
へ
積
極
的
に
活

か
し
て
参
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
考
え
は

丹
波
市
の
高
校
教
育

環
境
に
つ
い
て
。

市
内
3
高
校
の
定
員

は
４
４
０
名
で
市
内

卒
業
生
に
対
す
る
割
合
は

68
％
で
す
。
県
と
共
に
市
内

３
校
の
課
題
を
考
え
ま
す
。

生
徒
や
児
童
が
自
分

探
し
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
は
。

子
ど
も
た
ち
が
主
役

と
な
り
企
画
・
提
案

で
き
る
場
を
、
生
涯
学
習

や
地
域
づ
く
り
の
視
点
か

ら
も
仕
掛
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

農
泊
推
進
は
将
来
も
結
果
責
任
が
あ
る 

森
林
経
営
管
理
制
度
を
新
し
い
財
源
策
に

森
林
バ
ン
ク
の
考
え
は
森
林
環
境
税
を
新
財

源
と
し
て
来
年
度
活
用
検
討
し
ま
す
。

答

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
の
取
組
み
で
す
。
そ
れ

な
り
の
覚
悟
を
し
て
い
ま
す
。

答問

ま
ち
づ
く
り
柏
原
が

誘
致
し
た
中
島
大
祥

堂
は
改
修
費
1
億
４
千
５

百
万
円
で
す
が
、
今
回
の

古
民
家
は
約
４
千
７
百
万

円
で
改
修
で
き
ま
す
か 

。

予
算
の
範
囲
内
で
リ

フ
ォ
ー
ム
し
ま
す
。

支
所
の
ホ
テ
ル
改
修

も
耐
震
工
事
費
が

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
リ
ス
ク
が
大
き
い
。

議
会
、
市
長
も
結
果
責
任

が
あ
る
。
止
め
る
べ
き
だ
。この古民家購入に 2,600 万円の予算を計上

答 問

答 問

太田　一誠  議員

答

奥村　正行  議員

リ
ス
ク
が
あ
り
本
来
、

行
政
が
取
り
組
ま
な

い
こ
と
で
す
が
契
約
書
で
担

保
を
と
り
ま
す
。
市
負
担
が

増
え
る
と
見
直
し
ま
す
。
覚

悟
は
持
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
集
約
が
先
で
は

年
間
約
1
億
５
千
万

円
の
費
用
ロ
ス
が
あ

り
、
自
治
会
役
員
の
方
も

不
便
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

早
く
集
約
す
べ
き
。

ギ
ブ
ア
ッ
プ
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
最
初
に

順
序
を
間
違
え
た
。
庁
舎

の
分
散
化
の
弊
害
を
身
を

も
っ
て
感
じ
、
一
日
も
早

い
課
題
解
決
の
必
要
性
を

認
識
し
て
い
ま
す
。
未
来

都
市
創
造
審
議
会
で
意
見

を
い
た
だ
き
来
年
度
に
建

設
の
大
枠
を
決
め
た
い
。

ココが聞きたい！一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。今回は、16人が、私たちの生活にかか

わることについて質問や提言をしました。

今回は

16 人の議員が

一般質問を行い

ました！

答

問

答 問

答 問

問答

丹波の森を財源と考えよう

答

答

お く む ら 　 ま さ ゆ き

お お た 　 い っ せ いや ま な 　 た か え い

（自然資本主義会計の姿）

12

林　　時彦 議員

■一般質問

は や し 　 　 と き ひ こ

わたなべ　ひでゆき



地
方
自
治
体
で
は
、

ま
だ
ま
だ
公
文
書
の

適
正
管
理
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
貴
重
な
公
文
書
の

保
存
や
管
理
の
た
め
公
文

書
館
設
置
の
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

直
ち
に
設
置
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

合
併
15
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
将
来
的
に
一
般

公
開
す
べ
き
公
文
書
を
集

め
、
市
民
が
閲
覧
で
き
る

■一般質問

も
の
の
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
自
ら
の
意
思
と
責

任
で
行
う
予
防
接
種
で
あ

る
為
、
今
後
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
含
め
、
予
防
の
啓

発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
避
難
所
の
充
実
を

乳
児
の
た
め
に
災
害

備
蓄
に
液
体
ミ
ル
ク

を
加
え
る
考
え
は
。
ま
た
、

避
難
時
に
お
け
る
学
校
の

体
育
館
の
熱
中
症
対
策
を
。

液
体
ミ
ル
ク
が
、
安

全
に
乳
児
へ
供
給
で

き
る
保
存
条
件
が
確
認
さ

れ
た
後
、
備
蓄
に
つ
い
て

は
判
断
し
ま
す
。
熱
中
症

対
策
は
、
移
動
式
エ
ア
コ

ン
の
臨
時
的
設
置
な
ど
で
、

市
民
の
生
命
、
身
体
を
最

優
先
に
考
え
た
最
善
の
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

平
成
26
年
～
30
年
ま

で
の
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
制
度
の

未
接
種
者
に
救
済
措
置
を

す
べ
き
で
は
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、
個
別
通
知
や
啓

発
の
結
果
、
接
種
率
は
国

平
均
よ
り
10
％
高
い
44
・

6
％
の
方
に
接
種
を
受
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

救
済
措
置
を
す
る
こ
と
で

医
療
費
削
減
効
果
は
あ
る

県
立
柏
原
病
院
の
跡

地
利
用
は
、
病
院
の

前
身
で
あ
る
柏
原
結
核
療

養
所
の
歴
史
的
経
過
を
踏

ま
え
、
地
元
丹
波
市
と
し

て
一
番
望
ま
し
い
県
の
施

設
を
造
る
よ
う
提
案
す
べ

き
で
あ
る
。

県
が
所
有
す
る
土
地

建
物
な
の
で
、
県
が

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る

か
で
す
が
、
現
段
階
で
は
、

具
体
的
な
活
用
策
は
無
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
丹
波

市
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
を
よ
く
考
え
た
上
で
、

来
年
度
以
降
、
県
に
提
案

し
て
い
き
た
い
。

日
赤
病
院
の
跡
地
利
用

も

日
赤
病
院
の
跡
地
は

半
分
以
上
が
丹
波
市

の
土
地
で
あ
り
、
跡
地
利

用
は
市
の
責
任
で
す
。
こ

の
土
地
を
ど
う
生
か
す
の

か
で
、
市
の
発
展
が
決
ま

り
ま
す
。

日
赤
病
院
の
敷
地
は　
　

Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
近
く
の

優
良
地
で
あ
り
、
現
在
進

め
て
い
る
市
全
体
の
新
し

い
都
市
構
造
の
あ
り
方
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、

焦
ら
ず
じ
っ
く
り
と
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

答 問問

答 問

方
法
及
び
時
期
を
検
討
い

た
し
ま
す
。

市
民
の
利
便
性
を
考
え
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
く
や
み

欄
の
発
信
が
で
き
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
災
害
時

の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
、
今
以
上
の
市
民

に
伝
わ
る
情
報
発
信
の
取

組
み
が
必
要
で
は
。

お
く
や
み
な
ど
の
情

報
の
発
信
は
必
要
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
放
送
と
同

様
の
内
容
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
て
一
斉
配
信
で
き

る
機
能
の
整
備
を
進
め
、

迅
速
か
つ
確
実
に
防
災
情

報
を
市
民
の
方
へ
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

 

救
済
措
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

検
討
の
上
、
県
に
要
望
し
ま
す
。

柏原病院の跡地をどう活用するのか ?

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。15

子
育
て
支
援
、
子
育

て
相
談
に
お
い
て
、

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
、

児
童
館
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
今
後
の
機
能
拡
充
と

施
設
整
備
の
考
え
は
。

市
内
６
か
所
の
子
育

て
学
習
セ
ン
タ
ー
の

施
設
規
模
に
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
事
業
運
営
に
大

き
な
支
障
と
な
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
が

老
朽
化
し
て
い
る
氷
上
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に

方
向
性
を
決
め
て
い
き
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
機
能
を

担
う
セ
ン
タ
ー
と
児
童
館

の
統
合
に
つ
い
て
は
、
時

間
を
か
け
て
検
討
し
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る

新
た
な
取
組
み
は

森
林
環
境
譲
与
税
で

新
た
な
取
組
み
を
。

既
存
の
メ
ニ
ュ
ー
で

は
採
択
要
件
に
満
た

な
い
小
規
模
な
人
家
裏
の

危
険
木
や
竹
林
整
備
、
ま

た
公
共
建
築
物
の
木
造
・

木
質
化
を
推
進
し
、
丹
波

市
産
材
の
利
用
促
進
に
努

め
ま
す
。
森
林
整
備
の
人

材
確
保
・
担
い
手
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
森
林
づ
く

り
協
議
会
で
協
議
し
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
予
防
接
種
の
救
済
措
置
を

病
院
の
跡
地
利
用
は

公
文
書
の
管
理
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
か

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
し
ま
せ
ん
か

災
害
を
減
ら
す
た
め
に
は

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
を

施
設
の
部
分
的
な
改
修
も
検
討
し
な
が
ら

機
能
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答

協
議
会
の
中
で
、
今
後
宣
言
の
必
要
性
も
検

討
し
ま
す
。

答

答

早
期
避
難
、
避
難
所
の
早
期
開
設
、
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

各
部
署
お
よ
び
文
書
の
保
存
年
限
ご
と
に
分

類
し
適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

答

答

答

ま え か わ 　 とよいち

す は ら 　 や よ い

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

太
田
一
誠

林

時
彦

渡
辺
秀
幸

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

藤
原

悟

前
川
豊
市

須
原
弥
生

吉
積

毅

小
橋
昭
彦

大
嶋
恵
子

谷
水
雄
一

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

➋ 外出の行動
　  制限が減る

➌ 災害用品
 　として利
    用できる

➊ 育児の負担
    軽減・父親
    の育児参加

液体ミルク３つのメリット

毎
回
、
床
上
浸
水
な

ど
が
起
き
て
い
る
地

域
へ
の
対
策
を
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

毎
回
災
害
が
起
き
て

い
る
地
域
へ
の
対
策

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

数
自
治
会
か
ら
排
水

ポ
ン
プ
設
置
の
要
望

が
出
て
い
ま
す
が
、
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

総
合
治
水
の
考
え
の

中
で
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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答

答

問

問

男
女
共
同
参
画
の
取

組
は
立
ち
上
げ
当
初

の
み
な
さ
ん
の
地
道
な
努

力
が
実
っ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
、「
男
女
共

同
参
画
都
市
」
宣
言
を
し

ま
せ
ん
か
。

条
例
の
前
文
で
「
男

女
共
同
参
画
宣
言
」

に
値
す
る
内
容
を
謳
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
条
例
の

内
容
に
つ
い
て
の
協
議
の

な
か
で
、
今
後
宣
言
の
必

要
性
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

審
議
会
な
ど
で
女
性

は
意
見
を
言
い
に
く

い
と
か
、
意
見
を
取
り
上

げ
て
も
ら
え
な
い
な
ど
の

男
女
不
平
等
を
感
じ
て
い

る
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
り

ま
し
た
。
女
性
だ
け
の
審

議
会
を
開
催
し
て
は
。

丹（まごころ）の里ハーモニープラン

減
災
の
た
め
に
は
、

す
べ
て
の
自
治
会
で

自
主
防
災
組
織
の
確
立
と

充
実
が
必
要
で
す
。
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

強
制
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
自
主
防
災
組
織

の
確
立
と
充
実
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

丹
波
市
若
者
の
集
い

６
月
か
ら
「
丹
波
市

若
者
の
集
い
」
開
催

を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
検
討
は
。

来
年
度
、
市
民
プ
ラ

ザ
の
中
に
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
と
併
せ
て
、「
若
者
の

集
い
」
開
催
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

答

問答

答 問

答 問問

藤原　　悟  議員

答問

広田まゆみ  議員

西脇　秀隆 議員

須原　弥生  議員

前川　豊市  議員

地方公共団体の公文書館等の現状と計画

吉積　　毅  議員

問答

山南町和田中町の被災状況

問

問答

森林環境税を広く国民から徴収

［使い道］間伐、森林整備に携わる人材の育
成、公共建築物への木材利用促進など

納税者
1,000 円

（住民税に上乗せ）
国

都道府県・市町村

森林面積や林業従事者などに
応じ分配（森林環境譲与税）

審
議
会
の
委
員
は
、

検
討
す
る
課
題
ご
と

に
必
要
な
各
分
野
か
ら
適

任
の
委
員
を
選
出
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

女
性
に
限
定
し
て
委
員
を

選
出
し
審
議
す
る
課
題
は

想
定
し
に
く
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
過
去
に

他
市
で
行
わ
れ
た
女
性
模

擬
議
会
は
興
味
深
い
取
り

組
み
で
し
た
。

答答 問

答

よ し づ み 　　　たけし
ふ じ わ ら 　 さ と る

ひ ろ た

にしわき　 ひでたか

■一般質問



昨
年
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
改

善
策
と
し
て
「
乗
り
継
ぎ

場
所
」
の
設
置
を
検
討
す

る
と
し
て
い
た
が
ど
う
か
。

バ
ス
路
線
再
編
後
の

状
況
を
踏
ま
え
、
公

共
交
通
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

新
病
院
開
院
に
伴
う

市
内
公
共
交
通
の
見

直
し
は
ど
う
か
。

現
在
事
業
者
に
よ
り
、

新
病
院
へ
の
乗
り
入

れ
な
ど
関
連
す
る
路
線
の

充
実
に
前
向
き
な
検
討
が

さ
れ
て
お
り
、
現
在
調
整

中
で
近
く
発
表
し
ま
す
。

柏
原
支
所
の
ホ
テ
ル
化

を
や
め
観
光
拠
点
に

約
６
千
万
円
の
市
費

で
支
所
２
階
を
ホ
テ

ル
化
す
る
こ
と
は
大
き
な

リ
ス
ク
と
課
題
が
あ
り
同

意
で
き
な
い
。「
懇
話
会
」

の
提
言
ど
お
り
の
観
光
拠

点
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

支
所
２
階
を
ホ
テ
ル

と
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
、
話
題
性
や
分
散
型

ホ
テ
ル
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、

誘
客
が
期
待
で
き
ま
す
。

前
に
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

答

答

答

答

丹波市に滞在すれば、どの観光
地へも２時間以内

自
治
会
等
組
織
の
疲

弊
、
な
り
手
不
足
が
、

今
後
住
民
自
治
組
織
の
活

動
に
お
い
て
心
配
さ
れ
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
方
針
を

お
持
ち
で
す
か
。

地
域
の
課
題
は
、
地

域
自
ら
の
力
で
解
決

し
て
い
く
地
域
づ
く
り
活

動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

活
動
は
、
行
事
型
か
ら
課

題
解
決
型
へ
、
組
織
運
営

は
階
層
型
か
ら
上
下
関
係

な
く
み
ん
な
で
考
え
て
行

動
す
る
若
い
世
代
が
望
む

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
が
望
ま

し
い
と
示
唆
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。「
あ
り
方
懇
話
会
」

の
議
論
を
中
心
に
、
組
織
・

活
動
・
人
材
・
財
源
等
の
諸

課
題
を
取
り
ま
と
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
担
当
官
を
設
置
し

て
は

予
想
外
の
天
災
に
見

舞
わ
れ
る
中
、
自
治

体
組
織
の
自
助
・
共
助
を

強
化
す
る
た
め
に
も
防
災

官
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
で
す
か
。

自
治
・
協
議
（
振
興
）
会
の
将
来
像
は

「
自
治
協
議
会
の
あ
り
方
懇
話
会
」
で
の
議

論
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

答答 問

答

問ネットワーク型の活動 ・婚活
手打ちうどん体験

谷水　雄一  議員

　　　　　　（新旧対象表） 

　　　「100 分の 9.7」を「100 分の
　　　6.0」に改める   
  

「100 分の 9.7」を「100 分の 8.4」に改める。
ただし、資本金等が１億円以下の法人で 
法人税額が年 400 万円以下の法人は、

「100 分の 6.0」とする

現行

改正後（案）

丹波市税条例等の一部を改正する条例

防
災
担
当

官
の
設
置

も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
来
年
度
の

予
算
編
成
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

視察報告議会運営委員会と議会報編集委員会が先進地に学ぶ

今年４月にＢＣＰ（業務継続計画　　）を策定され

た坂井市議会。災害発生直後から、議会機能をおお

むね平常に運用できるまでの期間を想定し、段階ご

とに役割や組織等について定められていました。

議会改革（京都府精華町議会）

議会の会期を通年（１年間）とし、

予算・決算に関する委員会も常任委

員会とされている精華町議会。議会

報告会も地域単位ではなく、各種団

体等を対象に開催されています。

議会ＢＣＰの強化（福井県坂井市議会）
自然災害に限らず幅広い

災害を想定し、議員個人が危険な

目にあわないための行動マニュ

アルの必要性など、多くの視点

に気づかされました。

議会ＢＣＰ→P９参照
カイ

　　　セツ　　

行政の事務事業

を評価する際に、議会

独自の評価・点数方式を

とられている点も工夫

を感じました。

市民参加型の議会だよりへ
（石川県加賀市議会・白山市議会）

加賀市議会の市民モニター制度の導入、

白山市議会の表紙への地元大学生のイラ

スト掲載など、市民参加型の議会だより

がすすんでいます。また、広報セミナー

では編集のポイントについて学びました。

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

太
田
一
誠

林

時
彦

渡
辺
秀
幸

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

藤
原

悟

前
川
豊
市

須
原
弥
生

吉
積

毅

小
橋
昭
彦

大
嶋
恵
子

谷
水
雄
一

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

城
崎
、
舞
鶴
、
京
都
、

姫
路
な
ど
の
観
光
地

へ
丹
波
市
か
ら
は
便
利
で
、

滞
在
拠
点
に
な
り
ま
す
。

主
要
交
通
網
の
結
節

点
と
し
て
地
の
利
を

活
か
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
丹
波
市
を

北
近
畿
方
面
観
光
の
入
口

と
し
て
、
あ
る
い
は
関
西

一
円
の
観
光
地
へ
の
滞
在

拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ
る

た
め
、
道
の
駅
の
充
実
を

 

答 問

答 問答 問

問答
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煩
雑
に
起
こ
る
豪
雨

災
害
に
出
勤
す
る
消

防
団
員
に
対
し
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
救
命
胴
衣
）

を
身
に
着
け
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
。

非
常
備
で
あ
る
消
防

団
員
が
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
活
動

す
る
こ
と
は
、
大
変
危
険

性
が
高
く
、
二
次
災
害
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ

り
、
積
極
的
に
活
動
す
る

こ
と
は
困
難
と
判
断
し
て

消
防
団
員
の
救
命
胴
衣
の
必
要
性
は

丹
波
市
を
関
西
圏
の
観
光
拠
点
に

市
内
企
業
へ
は
増
税

を
行
う
の
で
は
な
く
、

さ
ら
に
発
展
し
、
雇
用
の

維
持
・
拡
大
は
も
と
よ
り

給
与
増
・
所
得
増
に
よ
り

結
果
、
税
収
増
と
な
る
こ

と
が
望
ま
し
い
の
で
は
。

丹
波
市
で
は
、
普
通

交
付
税
の
合
併
特
例

措
置
の
終
了
（
一
本
算
定

へ
の
移
行
）
に
伴
う
減
収

の
対
応
と
し
て
、
合
併
時

か
ら
繰
上
償
還
を
実
施
し

公
債
費
の
抑
制
と
職
員
定

数
の
削
減
な
ど
様
々
な
行

政
改
革
に
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
後
の
財

政
見
通
し
で
は
、
さ
ら
な

る
行
政
改
革
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
法
人
市
民
税
の

増
収
分
は
、
今
後
の
健
全

な
財
政
運
営
の
た
め
に
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
指
定

寄
附
の
考
え
方
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
地
域
へ
の
指

定
寄
付
の
考
え
方
は
。

昨
年
度
は
、
多
彩
な

地
域
づ
く
り
事
業
を

支
え
る
交
付
金
の
財
源
に

多
く
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

充
当
し
、
ふ
る
さ
と
を
応

援
し
た
い
と
い
う
ふ
る
さ

と
納
税
者
の
想
い
を
反
映

し
て
い
ま
す
。

含
め
、
市
民
、
企
業
と
連

携
し
た
取
組
み
が
で
き
る

よ
う
、
戦
略
を
立
て
、
啓

発
を
強
化
し
ま
す
。

将
来
の
都
市
構
造
は

都
市
構
造
は
各
地
に

軸
を
持
た
せ
た
連
携

図
と
し
て
描
く
べ
き
で
は
。

主
や
副
と
い
う
考
え

方
は
せ
ず
、
行
政
、

商
業
、
農
業
な
ど
主
要
な

機
能
ご
と
に
軸
あ
る
い
は

ゾ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
考

え
方
を
し
ま
す
。
一
方
、

日
常
生
活
と
し
て
は
小
学

校
区
単
位
の
ま
と
ま
り
が

重
要
で
す
。
住
み
慣
れ
た

地
域
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、

自
治
協
議
会
等
へ
の
支
援

を
充
実
し
、
都
市
計
画
や

市
の
総
合
戦
略
を
共
有
し
、

共
に
取
り
組
み
ま
す
。

■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

大嶋　恵子 議員

小橋　昭彦  議員小川　庄策  議員

問答

い
ま
す
。
た
だ
し
、
市
が

お
願
い
し
て
排
水
ポ
ン
プ

を
作
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
消
防
団
員
（
水
防
隊
）

等
は
、
想
像
を
絶
す
る
豪

雨
の
中
で
の
活
動
と
な
り

ま
す
の
で
、
安
全
確
保
を

最
優
先
と
し
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
支
給
す
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
ト
イ

レ
の
整
備
は

複
数
の
災
害
対
応
ト

イ
レ
の
備
え
を
。

非
常
に
重
要
で
あ
り
、

避
難
後
の
体
調
悪
化
、

震
災
関
連
死
を
防
止
す
る

た
め
に
も
安
心
、
安
全
な

ト
イ
レ
の
整
備
、
確
保
は

重
要
な
課
題
と
し
、
設
備

を
整
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答 問

消防署員が着用しているライフジャケット

答 問

広
域
的
観
光
を
見
据
え
た
戦
略
を
立
て
、
情

報
発
信
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。

消
防
団
員
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
支

給
を
前
提
に
早
期
に
検
討
し
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に
も
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

公
共
交
通
全
体
を
考
え
る
中
で
総
合
的
に

検
討
し
ま
す
。

市
内
企
業
へ
の
増
税
提
案
の
再
考
を
！

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
改
善
を

法人市民税が２．４％増税となる

西本　嘉宏 議員

問答
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答 問

お が わ  　 し ょ う さ く

にしもと　よ し ひ ろ

た に み ず ゆ う い ち

お お し ま 　 け い こ

こ ば し 　 あ き ひ こ

Ｈ 31.10.1 開始事業年度

デマンド型乗合タクシー



Shigikai Information

進めています、議会改革！

議会進化論
- ６ - 

18

＊上記の日程は変更になる場合があります。最

新の情報はホームページなどでご確認ください。

12月の
定例会

12 月から

委員会構成が変

わります。ぜひ

傍聴にお越し

ください。

日 曜日 内　　容 開会時間

12/ ５ 水 本会議（議会構成ほか） 9：30

12/ ６ 木 本会議（議案提案） 9：30

12/12 水 本会議（一般質問） 9：00

12/13 木 本会議（一般質問） 9：00

12/14 金 本会議（一般質問） 9：00

12/17 月 本会議（議案質疑・委員会付託） 9：30

12/19 水 総務文教常任委員会 9：30

12/20 木 民生産建常任委員会 9：30

12/21 金 予算決算常任委員会 9：30

12/25 火 本会議（委員長報告・採決） 9：30

Shigikai Information

　

ま
た
、
予
算
や
決
算
の
審
査

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
会
期
ご

と
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
会
計
年
度
の
ま

た
が
る
継
続
的
な
議
論
を
促
し

政
策
サ
イ
ク
ル
を
回
す
た
め
、

「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」
と

し
て
常
設
化
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

広
報
広
聴
委
員
会

を
設
置
し
ま
す

　

「
た
ん
ば
り
ん
ぐ
」
を
編
集

し
て
い
る
議
会
報
編
集
委
員
会

も
、
12
月
か
ら
「
広
報
広
聴
委

員
会
」
に
変
わ
り
ま
す
。
従
来

の
広
報
機
能
に
加
え
、
市
民
と

の
意
見
交
換
会
の
企
画
な
ど
市

議
会
と
し
て
市
民
の
声
を
聞
く

広
聴
機
能
に
力
を
入
れ
る
た
め

で
す
。
委
員
数
も
１
名
増
員
し
、

７
名
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
政

策
形
成
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み

を
明
確
に
示
し
た
今
回
の
議
会

改
革
。
今
後
も
、
議
会
全
体
で

「
開
か
れ
た
議

会
」
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

９月定例会を傍聴しました！

市議会議員のつぶやきを川柳に…

第1回読モ

アイデア☆

あなたの作
品で紙面を

飾りません
か？　

　　　　　
　　　

「たんばり
んぐ」では

、読者のみ
なさんから

の

「市議会つ
ぶやき川柳

」を募集し
ています。

「議会」を
お題に五七

五の17文
字で表現し

、

議会事務局
までお送り

ください。
紙面で紹介

された方に
は、オリジ

ナルボール
ペンをプレ

ゼント。ご
応募お待ち

しています
☆

［応募方法］
郵便番号、住

所、氏名、年
齢、たんばり

ん

ぐの感想をご
記入の上、郵

送またはファ
ックス、メ

ールで議会事
務局までお送

りください（
宛先はた

んばりんぐ裏
面に掲載）。ペ

ンネーム・匿
名可。

第2回読モ

アイデア☆

今回の事案により、補助金申請の審査が必

要以上に厳しくなり、申請を躊
ちゅうちょ

躇すること

にもつながるおそれがある。今後、補助金制度全体

の在り方や審査方法をどのようにしていくのか。

今回の不正に対する再発防止策については、

「補助金交付規則の改正」、　「補助金交付要綱

の見直し」、「補助事業事務処理要領の作成」等によ

り対応していくこととしております。その防止策の

中で、一連の事務手続きについては一定程度の厳し

さもやむを得ないと考えますが、すべての補助金に

厳しい基準を適用することにより、補助金の利用し

易さが失われ硬直化することも懸念されるため、補

助金等交付に関する統一的な基準を定める一方で、

個別の定めが必要な場合は個別の対応を行うべく慎

重に検討してまいります。

答

問 合併協定書の協定項目には「浄化槽推進地域

については、管理組合を組織するなど、組合

の維持管理に対し公的支援を行う。」と記載されて

いることから現在の１戸につき１万円の補助金を引

き続き確保願いたい。

  

市
民
と
の
意
見
交
換
会

質
問
に
対
す
る
市
か
ら
の
回
答
が
届
き
ま
し
た

平成 30 年度は、１基当たり１万円を予算計

上しています。市全域の適正な水質保全の観

点からも、引き続き予算確保に努めます。

補助金制度の
あり方は？

答

問

合併処理浄化槽
の継続補助は？

ふるさと
である丹

波市に私
たち若

い世代は
何ができ

るのかを
考える

上で、今
丹波市で

何が起き
ている

のかを知
るよい機

会だと思
い参加

しました
。市の取

組みひと
つ決め

るのにも
、どの方

法が一番
市民の

ためにな
るのか、

多くの議
論

が重ねら
れている

のだなと

感じまし
た。

村岡千晴
さん（春

日地域）

このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴に
お越しください

※
議
員
も
子
育
て
支
援
に
関
す
る
政
策
提
言
に
向
け
議
論
中
。

　
議
会
発
　
政
策
立
案

　
　
　
　
　
　
　
い
と
難
し

　
が
た

　
ぎ
か
い
は
つ
　
　 
せ
い
さ
く
り
つ
あ
ん

※
約
一
か
月
に
わ
た
る
定
例
会
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
す
る
瞬
間
。

待
ち
わ
び
た
　
孫
と
た
わ
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
日

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
か
い
び

今月の一句

市議会
つぶやき
川柳

つぶやき川
柳

     

丹
波
市
議
会
☆

        

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

   

読
モ
会
議  

2

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

市
議
会
か
ら
の
提
言

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

つ
ぶ
や
き
川
柳
を

募
集

議
会
進
化
論
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賛
否
問
う
　
議
場
に
響
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
の
声

　
さ
ん
ぴ 
と          
ぎ
じ
ょ
う
　
ひ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ち
ょ
う

　
こ
え

※
議
案
に
賛
成
か
ど
う
か
意
思
表
示
す
る
緊
張
の
瞬
間
で
す
。

　意見交換会でお聴

きしたご意見や当日

の様子は、市議会

ホームページでご

　覧いただけます。

大募集

　　　合併処理浄化槽
　　　→トイレからの汚
水や生活排水を微生物の
働きなどを利用して浄化
し、きれいな水にして放
流するための施設。

カイ

　　　セツ　　

回答の全文は
ホームページ

に掲載しています

「
熟
議
」
を
重
ね
て

議
会
改
革
案
が
完
成

　

丹
波
市
議
会
で
は
、
昨
年
６

月
か
ら
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し

や
そ
れ
に
基
づ
く
議
会
の
改
革

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
21
回
に
お
よ
ぶ
熟

議
を
重
ね
改
革
案
が
ま
と
ま
っ

た
た
め
、
基
本
条
例
や
会
議
規

則
な
ど
の
改
正
を
９
月
議
会
で

提
案
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
を

再
編
し
ま
す

　

常
任
委
員
会
で
は
、
担
当
す

る
分
野
を
絞
っ
て
専
門
的
な
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
３
つ
の
委
員
会
で
し

た
が
、
委
員
数
を
増
や
し
よ
り

活
発
な
議
論
を
す
る
た
め
、
12

月
か
ら
２
つ
の
委
員
会
に
再
編

し
ま
す
。

1  

総
務
文
教
常
任
委
員
会

地
域
づ
く
り
や
教
育
、
財
政
、

都
市
計
画
な
ど
を
担
当
。

2  

民
生
産
建
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
、
環
境
、
商
業
、
農

林
業
、
建
設
な
ど
を
担
当
。

Information

議 員 研 修
＊８月８日　地方自治の誇りと役割　講師：内

な い き

貴 滋
しげる

先生（帝京大学教授、自治大学校客員教授、法学博士）

＊10 月 9 日　新しい時代の地域づくり　講師：久
ひさ

 

隆
たかひろ

浩先生（近畿大学総合社会学部教授）
篠山市議会と合同の議員研修

会を実施しました。

Change!カワル・ギカイ

ギカイ

カイカクで

何が変わる

ん？

たんばりんぐ
やネット中継
も参考にして
みてね。

Change!カワル・ギカイ

たんばりんぐ７月号８ページ「提言のその後」主な改正点①　太陽光発電施設の開発区域面積の変更は、10 月１日から実施され

ています。1,000 ㎡以上の太陽光発電施設を建設する場合、「丹波市開発指導要綱及び運用基準」に基づいた協議や申請が必要です。

議会の活性化、

広聴機能の強化な

ど、開かれた議会

をさらに加速化

します。

提言の

　　後 その



※個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

に期待
丹波市の

しています！
ココ
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あ

と

が

き

　
今
号
の
表
紙
は
写
真
で
構
成
し

ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
語
り
合
っ

た
高
校
生
や
大
学
生
の
笑
顔
が
あ

ま
り
に
素
敵
だ
っ
た
か
ら
。

　
そ
ん
な
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に

「
た
ん
ば
り
ん
ぐ
を
読
ま
れ
た
こ
と

の
あ
る
方
」
と
お
た
ず
ね
す
る
と
、

10
人
に
1
人
あ
れ
ば
御
の
字
と
い

う
の
が
丹
波
市
議
会
の
置
か
れ
た

現
状
で
し
た
。
私
た
ち
の
力
不
足

を
感
じ
ま
す
。

　
で
も
話
を
し
て
い
る
と
、
彼
ら

も
市
の
将
来
に
関
心
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
キ
ラ
キ
ラ

と
楽
し
そ
う
に
自
分
た
ち
の
夢
を

語
っ
て
く
れ
ま
す
。
市
議
会
も
、

彼
ら
の
願
い
を
叶
え
る
存
在
で
な

け
れ
ば
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　
次
回
は
1
月
号
。
新
し
い
広
報

広
聴
委
員
会
で
の
発
行
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
お
つ
き
あ
い
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［
発
行
責
任
者
］

議
　
長
　
　
　
太
田
喜
一
郎

［
議
会
報
編
集
委
員
会
］

委  

員  

長
　
　   

小
橋
　
昭
彦

副
委
員
長
　
　
大
西
ひ
ろ
美

委
　
　
員
　
　
渡
辺
　
秀
幸

委
　
　
員
　
　
大
嶋
　
恵
子

委
　
　
員
　
　
広
田
ま
ゆ
み

委
　
　
員
　
　
西
脇
　
秀
隆

災害に備え、常に山を整備することが、安全・安心の原点です。木材を資源にすることを考えてください。

関西国際大学野球部員もボランティアで参加。

世代を超え
て楽しめるようなスポーツ（イベン
ト）の企画を。

子ども
たちが

安全に
活動で

きる

よう、
スポー

ツ施

設が充
実する

と

いいで
すね。

日々がんばっ

ている子どもた
ち

に温かい応援を
お

願いします。
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丹波市
から

女子野
球をも

っ

ともっ
と発信

し

てほし
い。

わ
た し た ち も 、丹 波 市 に 期 待 し て い ま す ！

丹波Very.A（女子学童野球チーム）
ベリーエース

大学で防災、安

全・安心を勉強していま

す。今後、丹波市がどう

なっていくのか期待

しています。

年々増える

災害に対し、防
災

活動をいちばん
に

考えてほしい。

子ども
の

医療費
助成制

度を充
実させ

て

ほしい
。

丹（まごころ）ある人づくりをみんなでいっしょにしましょう。

北岡本自治会

防災・森林整備

活動グループ

丹波KIds ソフトテニスクラブ
たんばキッズ


